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This facility plan is one of the project at the Ono River, Oita prefecture, a tribute of the Kagetsu River 
in the Chikugo river basin and related with the disaster of heavy rain in north Kyushu occurred in July 
2017 that caused transport and accumulate of driftwood on bridges etc. In this study, the structure features 
such as position, shape or height of side overflow weir that can capture driftwood into catchment area 
efficiently was examined.    

It is found that there is a correlation between distributary rate and capture rate, so we aimed to increase 
distributary of water and driftwood into catchment area and drain water from catchment area efficiently. 
As a result, we shortened the length of upstream side bank between main stream and catchment area, 
replaced downstream side one into slit, and raised riverbed of main stream. The results show that the 
capture rate improved up to 50-70％ from 10-20％ on original plan. 
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１． はじめに 

 

近年，流木災害が深刻化する中，効果的な流木捕捉施

設の計画・設計は，河川技術における今後の重要課題と

言えるが，河川区域内を対象とした明確な技術基準，ガ

イドライン，全国的な類似事例が少なく1），かつ完成施

設の効果検証，モニタリングデータ等が未だ充分とは言

えない実情にある．そのような中，本施設計画は大分県

が管理する筑後川水系花月川の支川小野川を対象とした，

緊急性の高い平成29年7月九州北部豪雨災害関連事業で

あり，効率性・確実性の高い施設計画の検討が急務で

あったため，水理模型実験により流木捕捉工の形状と流

木の捕捉状況の関係について検討した． 

 

２． 河川及びH29.7被災状況の概要 

 

(1) 小野川の概要 

小野川は一級河川筑後川水系花月川の支川であり，大

分県の北西部に位置し，福岡県との県境付近に源を発し，

南流して花月川に注ぐ流域面積33.9km2，流路延長約10km
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の一級河川である．流域の土地利用は山地・山林が概ね

9割を占め，残る1割に家屋・事業所・農地等の資産が集

中しており，その資産の多くが花月川合流点付近の下流

域に分布している（図-1参照）． 
 

(2) 平成29年7月豪雨による被災状況 

災害関連事業区間では，越流した洪水による家屋の浸

水被害の他，日田市の経済・雇用を支える製材所等の事

業所が被災した．被災要因としては河道の現況流下能力

を大きく上回る洪水が流れたことのほか，図-2に示す様

に，事業区間内に架かる西河内橋（流木捕捉工計画地の

下流約400m）において流木が集積して詰まり洪水の流

れが阻害され，洪水が堰上げられたことが挙げられてい

る． 
 

３． 実験の条件と方法 

 

(1) 実験対象の区間と施設（水理模型の概要） 

実験対象は小野川2.6km（事業区間上流端）付近の河

道湾曲部とし，外岸側に計画する貯木施設へ上流側から

流水・流木を分流し，下流側スリットで流木のみを捕捉

する分派型の流木捕捉工である（図-3参照）． 

水理模型の縮尺は水の粘性の影響を無視しうるS=1/30

とし，実験対象区域での流れの安定のため，上下流に川

幅の6倍程度の助走区間を設けた．なお，今回の水理模

型実験は流木の流下状況を支配する河道内の流れを再現

する事を重視し，フルードの相似則（流水中の因子に大

きく影響を及ぼす重力と慣性力の比が実物と模型で等し

い）に基づいて実施した． 

また，流木捕捉工の原案実験を行うにあたり，流入部

の高さや透過部の高さ・幅等の基本条件を初期値※とし

て設定した．（※水理模型実験にて，その妥当性等の確

認並びに修正・改良を行う） 

貯木地の流入口の幅については最大流木長19.5m以上

のB=20mとし，高さについては図-4の様に，W=1/10規

模での流木流出を想定し，1/5規模で流入開始する高さ

としてH=1.9mに設定した．  

貯木地下流側の透過部に設置するスリットの高さは，

流木止めスリットによる堰上げ（H29.7被災流量を対

象）を考慮した水位に流木捕捉に必要な高さとして流木

径の2倍1)を採用して加え，H=2.5mとした．また，ス

リットの間隔は「透過部が転石で閉塞しない条件（最大

転石径の2倍以上）と流木を捕捉する条件（最大流木長

の1/2以下）」2)  3)の双方を満足するものとした上で，類

似事例4）5）での考え方「平均流木長の1/2～1/3」を参照

しB=3mとした． 

 

(2) 実験方法及び実験条件 

a) 対象流量 

0.26m

W=1/10水位（2.17m）

0.27m

1.9m
（W=1/5流入開始）

W=1/30水位（2.34m）HWL

3.4m 2.6m

0.44m

（小野川） （貯木地）（流入部）

 

図-4  貯木地の流入イメージ 

流木捕捉工計画候補地

※大分県資料

図-2  H29.7豪雨による被災状況等 

 

検討範囲（流木捕捉工 計画箇所） 

「この地図は，国土地理院発行の 2 万 5千分 1地形図 

を使用したものである。」 

図-1  小野川流域図 

位置図 

福岡県

日田市

熊本県

宮崎県 0 10km

計画ライン
・青色：原案
・赤色：改良後

（透過部） （貯木地）

落差工 囲繞堤（原案）

0 40m

（現地スケール）

図-3  流木捕捉工施設等説明図 

：流域界 

：県境 

：市町村界

：河川 
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実験の対象流量は，H29.7被災流量（460m3/s），1/30

計画流量（270m3/s），1/10流量（240m3/s）とし，定常

流及び非定常流での条件設定とした． 

b) 対象流木及び投入パターン 

実験に用いる流木は，近傍のサンプリング結果等より

長（16.5m）・短（10.0m）流木の2種類及びそれらの混

合とし，計画流木流出量700m3より必要本数を設定した． 

流木投下パターンは，類似実験事例5）6）等を参考に図-5

に示す「ⅰ)流木流下開始～ピーク流量（220分間）」及

び「ⅱ)ピーク流量付近のみ（100分間）」を対象に均等

投入する2ケースと，一時的な河道内集積後の集中流下

を想定した1ケースを設定した． 

 

(3) 実験ケース 

今回紹介する実験ケースは表-1に示すとおりであり，

原案形状，最終形状案，並びにこれに至る改良案実験に

ついて主な結果を取り纏めるものとする． 
 

４． 原案形状に関する実験 

 

(1) 水位・流速 

原案形状（No.0）の流況確認のため，ポイントゲージ，

オートレベルを使用し，縦断方向に18測点（現地スケー

ルで約10～50mピッチ），各横断方向（貯木地内を含

む）に3～6地点を対象に水位を計測した．流速は2成分

電磁流速計（河道縦断及び横断方向）を使用し，水位計

測と同様の地点にて各水深方向3点を対象に計測した．

加えて，PIV解析により流速分布を把握し，流速ベクト

ル図，流速コンター図を作成した． 

図-6，7より原案形状では，囲繞堤上流端（測点No.20

付近）に衝突した流れが本川右岸の囲繞堤沿いを高速流

で流下すること等が確認された．  
 

(2) 流木捕捉率 

上記流況のため，図-8の様に水衝部となる囲繞堤上流

端に流木が衝突すること（a）等が影響し，原案での流

木捕捉率は平均で17.1%程度と，かなり低めの結果と

なった．この他にも，流木捕捉に伴う貯木地内の水位上

昇による右岸堤内地への越流防止（b），貯木地の設置

により左岸側へ寄った河道法線の影響による水衝部の解

消（c）等が原案の課題として確認された． 

 

５． 改良案に関する実験 

 

(1) 河道法線等 

原案での課題（右岸越流防止，河道法線修正等）に対

し，用地買収の可能な範囲で河道法線形の見直しを図る

と共に，越流防止のため，右岸河岸高についても嵩上げ

現地時間220分（模型値40分）経過後

流木投入パターン：混合・均等ⅰ
1.投入本数：1,200本
2.捕捉本数：196本（囲繞堤上流端部での捕捉分を含む）
捕捉率 ：16.3%（2./1.）

（貯木地）

（囲繞堤）

←小野川

(a)

(b)

(c)

図-8 原案実験での流木捕捉状況（H29.7被災流量） 

（修正意見 No4） 
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H29 7月洪水ハイドログラフ

W=1/30：270m3/s

W=1/10：240m3/s

220分間

ピーク流量：460m3/s
ピーク流量の90%：414m3/s

100分間

図-5  流木投入の対象時間 

表-1  模型ケース説明表 

平面形状 縦断形状 拡大幅 越流堰 スリット高 河道側スリット

0 原案 無 0m 無 H=2.5m 無 原案形状

1 原案 有 30m 無 H=2.5m 有（L=50m）

2 原案 有 50m 無 H=2.5m 有（L=50m）

3 改良後 有 50m 無 H=5.0m 有（L=50m） 最終形状案

4～6 改良後 有 50m 有 H=5.0m 有（L=50m）

7 改良後 有 50m 無 H=2.5m 有（L=50m）

備考

注）落差工及び上流部河床高嵩上げの有無

模型
ケース

No.

河道法線等 流入部 透過部
注）

（貯木地）（小野川）

囲
繞
堤

（囲繞堤上流端付近） 測点

図-6 水位・流速横断図（H29.7被災流量） 

測点No.20

図-7 流速分布測定結果（H29.7被災流量） 
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を行った。併せて，流入部下流側での落差工の設置によ

る上流側河床高の嵩上げ（ΔH=約0.8m）により，流入

開始水深を低く設定（H=1.9m→1.1m）することで，流

木をより流入し易く改良した（図-3参照）． 

 

(2) 流入部 

原案では流入部の幅が狭く，囲繞堤の上流端部が水衝

部となり，流木の乗り上げ等も確認されたため，改良策

としてまずは囲繞堤の短縮（流入部の拡大）に着目した．

囲繞堤の短縮幅については，図-9にて一例を示している

平面二次元流況解析結果（流向ベクトル等）を参照し，

効果的な範囲として30m～50mと推測し，表-2の様に模

型実験（No.1，2）により比較検証した．結果として，

より高い捕捉率が確認された短縮幅50mを採用したが，

流入部の全幅が約130m程度となり，貯木地への分派流

量も増大し，貯木地内での水位上昇が助長され，図-10

の様に越水による流木の再流出等も確認された． 

そこで，貯木地への流入に対し流木のみ増やし，流水

は減らす工夫が必要と考え，下層の余計な流水を極力河

道側へ流下させるよう，流れが射流であることを考慮し

て図-11の様に流入部に越流堤を設け，その幅・高さを

変更させて分派量と捕捉率の関係を確認しながら，高い

捕捉率となる形状の設定を試みた．結果は，図-12，表-

3に示すように，流量分派率と流木捕捉率の相関性は高

く，捕捉効果を十分発揮させるためには分派量の増大が

避けられないことが分かった．  

また，河道法線等も含めた模型改良による効果につい

て，流速分布の違いについても確認した結果，図-13の

様に原案（図-7）に比べて流速分布が高流速のまま貯木

地内へ向かっており，囲繞堤上流端付近にあたる測点

No.20の流速値も原案での2～4m/s程度に対し，9～10m/s

程度を確認した（図-6，14参照）． 

 

(3) 透過部（囲繞堤のスリット化等） 

越流堤100m設置
（H=0.4m）

図-11  越流堤の設置状況（b=100m） 

50m短縮

図-10  流入水量増に伴う流木の再流出状況 

0

20

40

60

80

0 20 40 60 80

流
木

捕
捉

率
（
%
）

流量分派率（%）

混合‐均等ⅰ，被災流量

原案

落差工設置

法線形修正

図-12  流量分派率と流木捕捉率の関係 

表-3  流量分派率と流木捕捉率の関係 

幅b 高さ

3 0 － 50 61.5
4 50 0.4 49 54.4
5 100 0.4 45 48.6
6 130（全幅） 0.4 43 39.6

No.

注1）流木投入パターン：混合・均等ⅰ

越流堤の諸元（m） 捕捉率%
（3回平均）

 分派率%
（貯木地側）

注2）分派率は測点No.16での水位・流速計測結果より概算

注2）

囲繞堤を10m撤去

10m撤去では，原案と同様，
囲繞堤の先端が水衝部となる

囲繞堤を30m撤去

30m以上撤去すれば，
水衝部の解消となる

図-9  平面二次元流況解析モデルによる流向・流速 

表-2  流入部の諸元変更による流木捕捉率の比較 

No. 囲繞堤の

短縮幅
実験回数

1回目 46.4
2回目 40.3
3回目 49.8
1回目 62.6
2回目 49.7
3回目 60.0

57.4

45.530m

50m

1

2

捕捉率%

（右は平均値）
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原案実験及び流入部の改良結果からも，捕捉率向上に

向けては流入水量の増加に伴う貯木地内の水位上昇の抑

制が不可欠であったため，貯木地内の流水を効率的に排

水できるよう図-15の様に囲繞堤の下流側においてもス

リット化（幅50m）を図った．併せて，スリットをオー

バーフローして再流出する流木も確認されていたため，

下流側スリットの高さについては，No.7（原案同様

H=2.5m）に対し，右岸側河岸の嵩上げ高と同様となる

H=5.0mとした． 

結果は表-4に示すとおり，水位上昇及び流木流出の抑

制効果は確認されたものの，流木の堆積状況等によって

は堤防天端付近まで水位が上昇するケースも未だ見られ

るため，より安全で効率的な排水に向けた更なる工夫が

必要と考える． 

 

６． 最終形状案に関する実験 

 

現時点で流木捕捉効果が最も高かった表-5に示す形状

（No.3，流木の均等投下にて流木捕捉率約62%）を最終

形状とし，種々の流量条件及び流木投入ケースのもと，

流木投入実験を実施した． 

流木捕捉率は表-6のとおりであり，1/30計画及び1/10

流量（均等投下）で約53%～約45%，また非定常流実験

（240m3/s～460m3/s）でも約60%を捕捉する結果が得ら

れた． 

なお，流木の流下パターンとして，発生要因（斜面崩

壊や側岸侵食）を踏まえれば集合体（集中投入）での流

下が実態に近く，下流の被災も起こりやすいため想定と

しても妥当と思われたが，改良実験においては，捕捉し

難い均等投入で実施している．最終形状での集中投入に

よるケースでは，図-17の様にH29.7被災流量（集中投

下）で約73%の捕捉率が得られる結果となった．  

囲繞堤のスリット化
L=50m（H=2.5m）

H=5.0m

図-15  囲繞堤のスリット化による排水状況 

（貯木地）（小野川）

（囲繞堤上流端付近） 測点

図-14  水位・流速横断図（H29.7被災流量，改良後） 

表-5  流木捕捉工の諸元（最終形状No.3） 

細目 諸元 備考
幅 130m 囲繞堤短縮分（50m）含む

高さ 1.1m 河床との比高差

幅 25m
長さ 90m 囲繞堤短縮分（50m）を除く

間隔 3m
高さ 5m
間隔 3m
高さ 2.5m
延長 50m

項目

貯木地

透
過
部

下流

側

河道

側

流入部

表-4  透過部の諸元変更による流木捕捉率の比較 

間隔 高さ

7 3 2.5 50 49.0
3 3 5.0 50 61.5

注2）流入部拡幅50m（越流堤無）

スリット諸元（m） 捕捉率

（3回平均）

分派率

（貯木地

側）

No.

注1）流木投入パターン：混合・均等ⅰ

測点No.20

図-13  流速分布の測定結果（H29.7被災流量，No.3） 

表-6  最終形状（No.3）による流木捕捉率 

ピーク

（m
3
/s）

波形

460（H29被災） 61.5

270（計画1/30） 53.0（60.8）注）

240（1/10） 45.1（68.0）注）

均等

（1本/4秒）
53.5

均等

（1本/2秒）
62.0

集中

（8本/30秒）
64.6

460

（H29被災）
定常流

集中

（14本/32秒）
73.3

流量ケース 捕捉率
（3回平均）

(%)

流木投入
ケース

（混合）

注）囲繞堤上流等，貯木地以外にて捕捉した流木を含む

均等

（1本/2秒）

460
非定常流

（240m3/s～）

定常流
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一方で，流木が堆積した状態でピーク流量に達する

ケース（非定常流）や，図-18の様に河道側スリット上

流部に堆積したケース等では，右岸堤内地への越水や数

本の流木流出が確認される場合がある等，貯木地内の水

位上昇抑制に加えて，効率良く貯木地に堆積させる工夫

の必要性も認められた． 

 

７． まとめ 

 

本検討により得られた成果を要約すると以下のとおり

であり，今後は貯木地内への流水をより効率良く排水さ

せると共に，流木の安全な堆積（貯木地全体の有効利用

等）に向けた工夫等を水理模型実験で確認しながら，よ

り安全で捕捉率の高い施設計画としたいと考えている． 

・原案では流入部の幅が狭く，流木の捕捉率は10～20%

程度であった．射流域であるため，囲繞堤の長さを

50m短縮すると共に，落差工の設置と上流部河床高を

嵩上げ等した結果，流木の補足率は50～70%程度に向

上した． 

・上記改良により貯木施設への分流量も増大し，貯木施

設内での水位上昇が助長され，越水による流木の再流

出も確認された．また，貯木施設内の流木は指針での

想定とは異なり，スリット直上流に集中して捕捉され，

空隙を持ちながらも何層にも重なる事象が確認された． 

・貯木施設内での水位上昇を抑制するため，囲繞堤の下

流端部もスリット化（最大50m程度）を図ったが，依

然，越水による流木流出が確認された． 

・一方で，流木の流出開始規模が不明確である点等も踏

まえ，流入部の縦断形状として越流開始高を数段階に

変えて設定する事で，流木の流入増大と流水の分流抑

制の双方を満足する最適な形状について検討したが，

分流量と捕捉率の相関性が高く，貯木施設への流入量

のみを減らせるという工夫には至らなかった．よって，

捕捉率向上に対しては，分派水量の増大と効率的な排

水が重要である事が分かった． 
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実験開始15分
（現地時間：82分）

 

実験開始40分
（現地時間：220分）

・捕捉率 ：72.9%
 

図-17  最終形状での捕捉状況 

（H29.7被災流量，集中投入） 

・捕捉率 ：32.2%
（囲繞堤上流端部Aの捕捉分は含まない）

A

図-18  最終形状での捕捉状況 

（1/30計画流量，均等投入） 
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